
第1回SPARC Japanセミナー2018

2018年9月19日（水）13：30-17：10
国立情報学研究所 12階会議室

・赤池 伸一
（科学技術・学術政策研究所 / 内閣府）

・林 和弘
（科学技術・学術政策研究所）

・白井 知子
（国立環境研究所 地球環境研究センター）

・丸川 雄三
（国立民族学博物館）

・石山 俊
（国立民族学博物館）

・林 賢紀
（国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター）

日本におけるオープンサイエンスの推進に向け、
研究データの利活用に向けた取り組みが進めら
れています。本セミナーでは、総合科学技術・イノ
ベーション会議の検討会で策定された「国立研究
開発法人におけるデータポリシー策定のためのガ
イドライン」を中心に、その位置づけや経緯、FAIR
原則の考え方などを踏まえて、どのようにしてデー
タポリシーを策定するか、また図書館の提供サー
ビスにおいてデータポリシーをどのように活用でき
るかについて検討します。

主催

登
壇
者

FAIR

データ利活用ポリシーと
研究者・ライブラリアンの役割

データ利活用ポリシーと
研究者・ライブラリアンの役割

To Promote a Data Management Policy and
Roles of Researchers and Librarians



FAIR

13:30-13:35
開会挨拶 / 概要説明

林賢紀
国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター

企画連携部情報広報室情報管理科 情報管理係長

13:35-14:15

統合イノベーション戦略と研究データ管理・利活用ポリシー
策定ガイドラインが目指すもの

赤池伸一
文部科学省科学技術・学術政策研究所 上席フェロー

内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付参事官

林和弘
文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術予測センター 上席研究官

休憩（5分）

14:20-15:00
国立環境研究所データポリシーと

データ公開に向けた試み
白井知子

国立環境研究所 地球環境研究センター 主任研究員

休憩（5分）

15:05-15:45

地域研究画像デジタルライブラリにおける
データベース協働構築の実際

丸川雄三
国立民族学博物館 准教授

石山俊
国立民族学博物館 プロジェクト研究員

休憩（20分）

16:05-17:05 パネルディスカッション
上記登壇者,     モデレーター：林賢紀

17:05-17:10
閉会挨拶
武田英明

国立情報学研究所 教授 / SPARC Japan 運営委員会 委員長

プログラムおよび講演者

参 加 費：無料
参 加 申 込：下記URLよりお申込みください。

https://www.nii.ac.jp/sparc/event/
申 込 期 限：2018年9月14日（金）
お問い合わせ先：国立情報学研究所 SPARC担当

E-mail co_sparc_all@nii.ac.jp FAX 03-4212-2375
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